
 

会議概要 
 

名  称 令和６年度第３３期第３回中央公民館運営審議会     

日  時 令和６年９月２日（月）午後 2時から 4時 

場  所 中央公民館 403・404 講座室  

出 席 者 委 員 

 

井上 経久、笠原 直美、佐藤 美紀子、塩田 美幸、司山 園美、

鈴木 昌清、藤瀬 竜子、山田 聡、渡辺 和美 

事務局 中央公民館長、東地区公民館長、関屋地区公民館長 ほか 

傍  聴 なし 

報  道 なし 

概  要 

 

１ 開会 

２ 中央公民館長あいさつ 

３ 議長あいさつ 

４ 議題・報告 

（1） 令和５年度公民館事業の課題について 

 ・事務局より、先回の会議での委員の意見を受けて改善した内容などを説明。 

 ・東地区公民館事業「地域活性化支援事業」に対し次の意見あり。 

▷司山委員「学生同士の横の繋がりができると、互いの刺激になる」 

▷井上委員「学生が自主的に資金を集める事があっても良い」 

▷藤瀬委員「自由に使える場を提供すると内容が発展するのでは。期待している」 

   →事務局より、今後は横の繋がりを意識しながら進めたいと回答。 

 ・関屋地区公民館事業「家庭教育学級」に対し次の意見あり。 

  ▷渡辺委員「良い講座があることが伝わるよう広報に工夫を」 

  ▷藤瀬委員「雇用の場とのタッグがあっても良い」 

  ▷山田委員「公民館同士で連携して講座を実施すると地域活性化に繋がるのでは」 

→事務局より、講師の情報共有などの連携は実施済み。今後は意見を参考に公

民館全体の事業展開を考えたい、と回答。 

（2） 令和６年度 公民館の重点事業について 

 ・事務局より、事業内容を説明。 

 ・中央公民館事業「学生連携事業クロスパルこども夏まつり WANTED×CROSSPAL」に

対し、笠原委員より「子ども 50 名の参加があり、広がりが期待できる事業」との意

見あり。 

 ・鳥屋野地区公民館事業「若者向けスキンケア事業」に対し、藤瀬委員より「市民

に選ばれ必要とされることを柔軟に考えている事業だ」との意見あり。 

（3） 意見交換・その他 

５ 閉会 

 


